
「新潟県高速道路交通安全協議会」会則

第１章 総則

（名 称）

第１条 この会は、新潟県高速道路交通安全協議会という。

（設置の目的）

第２条 この会は、高速道路における交通安全意識の普及高揚と交通事故の防止に努め、

もって安全かつ円滑な交通の実現に寄与することを目的とする。

（事 業）

第３条 この会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

(1) 交通安全に関する研修会、講習会の開催

(2) 交通安全に関する教育の実施

(3) 交通安全に関する広報活動

(4) 交通安全に関する調査研究

(5) 交通安全に関する功労者、団体等の表彰

(6) その他前条に規定する目的を達成するために必要な事業

第２章 組織

（組 織）

第４条 この会は、第２条の目的に賛同する次の者で構成する。

(1) 正会員

高速道路を常時又はひんぱんに利用する県内の事業所（支店及び支所を含む。）及び

事業協同組合

(2) 賛助会員

この会の事業を助成する県内の団体及び個人



（入 会）

第５条 この会に入会しようとするものは、別に定める入会申込書を会長に提出しなけ

ればならない。

（会費の納入）

第６条 会員は、総会で別に定める会費を納入しなければならない。

２ 会員は、既納の会費の返還を求めることができない。

（退 会）

第７条 会員は、退会しようとするよきは、別に定める退会届を会長に提出しなければ

ならない。

２ 会員が次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなす。

(1) 会員の死亡又は、会員が代表する団体等が解散等により存在しなくなった場合

(2) 会費の納入期限を６ヶ月を経過しても納入のない場合

第３章 役員等

（役員の種別）

第８条 この会に次の役員を置く。

会 長 １人

副 会 長 ５人以内

理 事 30人以内

監 事 ２人

（役員の選任）

第９条 理事及び監事は、会員のうちから総会の議決により選任する。

２ 会長、副会長は、理事の互選とする。

３ 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。



（役員の職務）

第１０条 会長は、この会を代表し、会務を統括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

３ 理事は、理事会を構成し、その議決に基づき会務を執行する。

４ 理事は、会務および会計を監査する。

（役員任期）

第１１条役員の任期は、２年とする。ただし、再任は、妨げない。

２ 補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。

３ 役員は、その任期が完了した場合においても、後任者が就任するまでの間は、引き続

きその職務を行わなければならない。

（解 任）

第１２条 役員は、その職務の遂行に支障ある理由が生じた場合は、理事会の承認を得て

辞任することができる。

（顧問等の委嘱）

第１３条 この会に、顧問・参与及び相談役を若干名おくことができる。

２ 顧問・参与及び相談役は会長が理事会の承認を得て委嘱する。

３ 顧問及び相談役は、会長の諮問に応ずるものとする。

４ 参与は、会長の諮問に応ずるほか、会議に出席して意見を述べることができる。

第４章 会議

（会議の種別）

第１４条 会議は、総会及び理事会とする。

２ 総会は、通常総会及び臨時総会とする。ただし、緊急の必要がある場合においては、

理事会を持って総会に代えることができる。



（会議の構成）

第１５条 総会は、会員をもって構成する。

２ 理事会は、理事をもって構成する。

（会議の機能）

第１６条 総会は、次の各号に掲げる事項を議決する。

(1) 予算及び決算

(2) 事業計画及び事業報告

(3) 理事及び監事の選任

(4) 会則の変更

(5) その他、この会の運営に関する事項で特に重要なもの

２ 理事会は、次の各号に掲げる事項を議決する。

(1) 総会で議決した事項の執行に関する事項

(2) 総会に付議する事項で検討を必要とする事項

(3) 表彰に関する事項

(4) その他、この会の運営に関する事項で、総会の議決を要しないもの

（会議の開催）

第１７条 通常総会は、毎会計年度終了後おおむね２ヶ月以内に開催する。

２ 臨時総会及び理事会は。会長が必要と認めた時開催する。

第１８条 会議は、会長が招集する。

２ 会議の招集に当たっては、あらかじめ会議の日時、場所及び目的を文書により会議の

構成員に通知しなければならない。

（会議の議長）

第１９条 会議の議長は、会長とする。



（会議の定足数）

第２０条 会議は、会議の構成員の過半数の出席がなければ、開催することができない。

（会議の議決）

第２１条 会議の議事は、この会則で定める場合を除き、出席者の過半数の同意をもって

これを決し、可・否同数のときは、議長の決するところによる。

２ 会議に出席できない会議の構成員は、あらかじめ通知された事項について書面をもっ

て表決し、又は、代理人に表決を委任することができる。

３ 前項の規定により表決する者は、第 20 条及び 29 条の規定の適用については、会議の

出席者とみなす。

第５章 会計

（資 産）

第２２条 この会の資産は、次の各号に掲げるもので構成する。

(1) 会費、賛助金及び寄付金品

(2) 資産から生ずる収益

(3) その他の収入

（資産の管理）

第２３条 この会の資産は、理事会の決議によって定めた方法により、会長が管理する。

（経費の支弁）

第２４条 この会の経費は、資産をもって支弁する。

（予算及び決算等）

第２５条 予算及び事業計画は、会長が年度開始前にその案を作成し、通常総会の議決を

経て定める。

２ 会長は、年度終了後決算及び事業報告を監事に提出し、その監査を受けたうえ、通常

総会の承認を受けなければならない。



３ 監事は、前項の規定により、決算および事業報告の提出を受けたときは、これを監査

し、その結果を通常総会に報告しなければならない。

（会計年度）

第２６条 この会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

第６章 支部

（支部の設置）

第２７条 この会に、新潟・長岡・湯沢・上越・糸魚川の５支部を置く。

（支部役員）

第２８条 支部に、支部長 １名、副支部長 若干名を置く。

（支部役員の選出）

第２９条 支部役員は、各支部の理事の内から互選する。

第７章 雑則

（事務局の設置）

第３０条 この会の事務局は、会長に選任された者が所属する事業所内に置く。

（理事会への委任）

第３１条 この会則に定めるもののほか、会の運営について必要な事項は、理事会におい

て定めるところによる。

（会則の変更）

第３２条 この会則は、総会において、出席者の４分の３以上の同意を得なければ変更す

ることができない。

附 則

（施行期日）

１ この会則は、昭和５８年５月９日から施行する。



（経過措置）

２ 昭和５８年度の会計年度は、本則第２６条の規定にかかわらず、昭和５８年５月９日

から昭和５９年３月３１日までとする。

３ 設立総会において選任された役員の任期は、本則第１１条第１項の規定にかかわらず、

昭和６０年３月３１日までとする。

４ 支部制の導入は、平成６年４月１日から施行する。

５ 支部の設置数は、平成２７年５月２０日から５支部とする。



新潟県高速道路交通安全協議会運営要綱

第１ 趣 旨

この要綱は、新潟県高速道路交通安全協議会の事業運営に関し必要な事項を定めるもの

とする。

第２ 役員の選出

役員の選出に当たっては、本会加入の組織又は、団体内の意見を十分反映されるように

するものとする。

第３ 関係機関との連携

理事は、本会事業を円滑に推進するため、所管する交通、運輸、労働等の関係行政機関

および団体と常に連携を保ち、理事会を通じてこの会の事業の円滑な推進に寄与するもの

とする。

第４ 会 費

会費及びその納入方法は、次のとおりとする。

１ 正会員

月額１，０００円とし、毎年４月３０日までに事務局の発行する請求書により当該

年度分を一括して納入するものとする。

ただし、年度途中で入会した者は、入会した月から起算した当該年度内の月数の会

費を入会時に一括納入するものとする。

２ 賛助会員

１口５０，０００円とし、口数は、当該賛助会員が決定のうえ前記１に定めるとこ

ろにより納入するものとする。



第５ 入会申込み

会則第５条に規定する入会申込みは、入会申込書（別添様式１）に所要の会費を添えて、

事務局を経由して行うものとする。

第６ 退 会

会則第７条に規定する退会は、退会届（別添様式２）により事務局を経由して行うもの

とする。

附 則

（実施日）

この要綱は、昭和５８年５月９日から実施する。


